
1 

 

小田原市観光戦略ビジョン（骨子） 

＜観光戦略ビジョンの全体像＞ 

 

参考資料２－１ 
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序章 観光戦略ビジョン策定の趣旨 

＜目的＞ 

現行ビジョン（平成 28 年３月策定）の

計画期間が令和４年度で満了することから、

新型コロナウイルス感染症の影響をはじめ

とする観光を取り巻く環境の変化や課題等

を踏まえ、本市の観光振興の方向性を明確

にし、行政と観光関連団体が共通の理念の

もと、交流人口の最大化と観光を通じた資

金の獲得による地域内の好循環を目的とし、

新たな観光戦略ビジョンを策定する。 

第１章 小田原観光の特徴・魅力とストーリー 

 

第２章 小田原観光の現状と課題 

 

課題 1：箱根・伊豆観光のついでの立ち寄り地として認識されている 課題４：観光資源が点在し距離が離れている 

課題２：若年層・ファミリー層の来訪客が相対的に少ない 課題 5：箱根に訪れる外国人来訪客に素通りされることが多い 

課題３：郊外エリアの観光イメージが弱い 課題６：市民の観光地小田原に対する認識が希薄 

＜位置付けと計画期間＞ 

 

令和5（2023）年度から令和12（2030）年度までの8年間 

 

■入込観光客数の推移（平成20 年比） 
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第３章 観光戦略ビジョンの基本的な方針 

＜観光戦略ビジョンにおける目標＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入込観光客数 
日帰り 

観光客数 
宿泊客数 観光消費総額 

一人あたり 

観光消費額 

一人あたり 

日帰り消費額 

一人あたり 

宿泊消費額 

1,000 万人 940 万人 60 万人 484 億円 4,840 円 約 4,000 円 約 18,000 円 

第４章 観光戦略ビジョンの施策 

＜課題を解決するためのポイント＞ 

 

＜優先ターゲットの設定＞ 

国 

内 

現在の中心的客層 
〇40～70 代の女性（夫婦、家族、友人旅） 

〇東京・神奈川を中心とする首都圏からの日帰り客  

 海 

外 

〇欧米豪の短時間滞在客 

（小田原駅での乗換待ち客等） 

〇欧米豪の宿泊客 今後新たに、戦略的

に獲得をねらう客層 

〇若年層（20～30 代）・ファミリー層（子育て世帯） 

〇首都圏からの宿泊客 

453
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入込観光客数

一人あたり観光消費額

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

（万人） （円）
4,840円

1,000万人

交流人口及び観光消費額の最大化による 

地域経済の好循環の実現 

「入込観光客数 1,000 万人」 

「観光消費総額 484 億円」 
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＜施策体系＞ 

 

小
田
原
市

観
光
協
会

民
間
事
業
者

関
連
団
体

市
民 前期 後期

■ 1 新たな小田原観光を強く印象付けるプロモーションの実施 ● ● 〇

2 目的やターゲット等を明確に定めたパンフレットの作成・発行 ● ● 〇 〇

3 ターゲット層に合わせた的確なプロモーション活動の展開 ● ● 〇 〇

4 歴史・文化コンテンツや地場産品等における広域連携の推進 ● 〇 〇

5 「北条五代」の大河ドラマ化の推進 ● ●

6 箱根ジオパークを活用した観光の推進 ● 〇 〇

7 小田原版ワーケーションの推進 ● 〇 ● ●

8 国内外からの教育旅行の誘致促進 ● ● 〇 ●

9 県西エリアと連携した広域プロモーションの推進 ● ●

10 「海・山・里なりわい」を生かした新たな土産物等の開発 〇 〇 ● 〇

■ 11 小田原ならではの「食」の推進 ● 〇 〇 〇 〇

■ 12 体験プログラム情報の一元的な発信・予約システムの検討 ● 〇 〇

■ 13 モーニングタイム・ナイトタイムコンテンツの造成 〇 ● 〇 〇

14 観光交流センターの活用と回遊促進 ● ● ● 〇

15 宿泊施設受入環境の整備推進 〇 ●

16 古民家等を活用した分散型ホテルの推進 ● 〇 ●

④
観光交流を産業
振興と移住・定
住につなげる

■ 17 なりわいや自然環境を生かした新たな体験コンテンツづくり ● ● 〇 〇

18 二次交通の拡充 ● 〇 ● 〇

19 案内板・回遊ルートの整備 ●

■ 20 郊外エリアの観光イメージの定着化とブランディングの推進 ● ● 〇 〇

■ 21 まち歩き観光を推進するための環境整備 ●

■ 22 小田原城のさらなる魅力向上と活用 ● ● 〇

23 伝統芸能・文化等の体験コンテンツの充実化とにぎわいの創造 ● ● ●

■ 24 デジタル技術等を活用した新たな小田原観光の推進 ● ● 〇

■ 25 小田原の海を生かす新たなコンテンツと場づくり ● ● ● 〇

26 小田原の強みを生かしたMICEの誘致 ● ● 〇 〇

■ 27 ターゲットを絞った戦略的な海外プロモーション等の実施 ● ●

28 観光案内所における外国人来訪客への対応機能の充実化 〇 ●

29 飲食施設・観光施設等における外国人来訪客の受入体制強化 ● ●

30 外国語対応ガイドの育成 ● ● ● 〇

31 臨時駐車場対応策の検討・実施 ● 〇

32 ユニバーサルツーリズムの推進 ● ● ● ●

33 観光地小田原としての景観整備の推進 ●

34 観光関連ボランティア組織の育成と組織間の連携 ● 〇 ● 〇

■ 35 市民にも訴求するまち歩きツアーの実施と観光情報の発信 ● 〇 〇 〇

■ 36 次世代を対象とした小田原の歴史や文化に触れる機会の創出 ● ● ● 〇

■ 37 観光推進体制とマーケティングの強化 〇 ● ●

38 観光まちづくり推進懇話会の運営 ● ● 〇 〇

39 来訪客の安全・安心のための体制整備 ● 〇 〇 〇

40 観光統計手法の整備 ● ●

⑧

⑨

⑩

⑪

ポイント

①

②

③

⑤

⑥

⑦

目的地として選
ばれる小田原の
実現

小田原の立地特
性を最大限に生
かす

推進力を支える
基盤づくり

暮らしと観光が
結び付いたまち
づくり

小田原観光のレ
ベルアップ

外国人来訪客を
素通りさせない

若年層に訴求す
る新たな魅力の
発掘・創出

文化を生かした
観光振興

郊外エリアへ足
を伸ばしてもら
う

小田原でお金を
使ってもらう

施策名

役割分担
スケジュール●：実施主体

〇：連携対象
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第５章 戦略プロジェクトと施策の内容 

 


